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要旨
本アプリケーションノートでは、RX62Nグループ、RX621グループのシリアルペリフェラルインタフェー

ス（以下、RSPI）、データトランスファコントローラ（以下、DTCa）およびマルチファンクションタイマ

パルスユニット 2（以下、MTU2）を使用して、I2S 通信によるオーディオデータの転送を実現する方法を

説明します。

対象デバイス
RX62Nグループ、RX621グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。
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1. 仕様
本アプリケーションノートでは、RSPI、DTCaおよびMTU2を使用して、I2S通信によるオーディオデー

タの送受信を行います。MTU2 が生成するクロック信号に従い、RSPI はオーディオデータのシリアル転送

を行います。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1にブロック図を示します。

図 1.1 ブロック図

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

RSPI チャネル0 オーディオデータ（Left Channel）入出力

RSPI チャネル1 オーディオデータ（Right Channel）入出力

MTU2 チャネル2 シリアル転送クロック（SCK）の生成

MTU2 チャネル3 ワードセレクト信号（WS）の生成

MTU2 チャネル4 RSPIへのスレーブセレクト信号（SSL）の生成

DTCa 内蔵RAMのオーディオデータ転送

オーディオデータ
（Left Channel）

入出力

オーディオデータ
（Right Channel）

入出力

シリアルクロック
生成

外部機器RX62N

オーディオデータ入出力

シリアルクロック入力

内蔵RAM

DTC

DTC

RSPI チャネル1

RSPI チャネル0

MTU2

シリアルクロック

オーディオデータ
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン RX62Nグループ

使用デバイス HD74LV32A（ルネサスエレクトロニクス製）

動作周波数 •入力クロック：12.0MHz
• CPUクロック：96MHz
•周辺クロック：48MHz

動作電圧 3.3V
総合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製

　High-performance Embedded Workshop Version 4.08.00.011
Cコンパイラ ルネサスエレクトロニクス製

　C/C++ compiler package for RX family V.1.00 Release 01
コンパイルオプション
　-cpu=rx600 -lang=c -output=obj="$(CONFIGDIR)\$(FILELEAF).obj" -
debug -nologo
　（統合開発環境のデフォルト設定を使用しています）

動作モード シングルチップモード

サンプルコードの
バージョン

Version 1.00

使用ボード Renesas Starter Kit (R0K5562N0S000BE)
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3. ハードウェア説明

3.1 使用端子一覧

表 3.1に使用端子と機能を示します。

注 1. 受信のみの動作時は使用せず、ハイインピーダンスに設定します。

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P24_MTCLKA-A 入力 外部クロック（12.288MHz）入力

P26_MTIOC2A 出力 シリアル転送クロック（SCK）出力

P17_MTIOC3A 出力 ワードセレクト信号（WS）出力

P82_MTIOC4A-B 出力 スレーブセレクト信号（SSL）出力

PC4_SSLA0-A 入力 RSPI0 スレーブセレクト信号入力

PC5_RSPCKA-A 入力 RSPI0 シリアル転送クロック入力

PC6_MOSIA-A 入力 オーディオデータ（Left Channel）入力

PC7_MISOA-A 出力 オーディオデータ（Left Channel）出力（注1）

PE4_SSLB0-B 入力 RSPI1 スレーブセレクト信号入力

PE5_RSPCKB-B 入力 RSPI1 シリアル転送クロック入力

PE6_MOSIB-B 入力 オーディオデータ（Right Channel）入力

PE7_MISOB-B 出力 オーディオデータ（Right Channel）出力（注1）
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3.2 周辺機器の接続

図 3.1に接続図を示します。また、表 3.2にMTU2が生成するクロック信号を示します。

MTU2は外部クロック（12.288MHz）をカウントクロックとし、表 3.2に示すクロック信号を生成します。

RSPI チャネル 0（以下、RSPI0）はオーディオデータのLeft Channel（以下、L-ch）成分、RSPI チャネ

ル1（以下、RSPI1）はRight Channel（以下、R-ch）成分の送受信を行います。RSPIはスレーブモードで

動作し、SSLによりアクティブとなるチャネルを切り替えます。

図 3.1 接続図

表 3.2 MTU2が生成するクロック信号

チャネル クロック信号名 シンボル 出力端子 周波数

チャネル2 シリアル転送クロック SCK MTIOC2A 3.072MHz

チャネル3 ワードセレクト信号 WS MTIOC3A 48kHz
チャネル4 RSPIスレーブセレクト信号 SSL MTIOC4A-B 48kHz

オーディオ
データ

RAM RSPI0

MISOA

MOSIA

RSPCKA

SSLA0

RSPI1

MISOB

MOSIB

RSPCKB

SSLB0

MTU2

MTIOC4A-B

MTICO3A

MTIOC2A

MTCLKA

外部機器RX62N

SDTI（データ入力）

SDTO（データ出力）

WS（ワードセレクト）

SCK（シリアルクロック）

12.288MHz

外部クロック

DTC転送

DTC転送
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4. ソフトウェア説明

4.1 動作概要

4.1.1 RSPI、DTCaおよびMTU2による I2S通信の実現方法

RSPI、DTCaおよびMTU2を用いて I2S通信を実現する方法を示します。

4.1.1.1 オーディオデータのフォーマット

本アプリケーションノートでは、オーディオデータは24ビット（データ）＋8ビット（パディング）

の合計32ビットとして扱います。

(a) 内蔵RAM上のデータフォーマット

図 4.1に内蔵RAM上のオーディオデータを示します。

図 4.1 内蔵RAM上のオーディオデータ
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(b) 送受信データフォーマット

本アプリケーションノートでは、データ長 32 ビット、MSB ファーストのシリアル転送を行います。

SCKはシリアル転送クロック、WSはチャネルセレクト信号として使用し、WSがLowのときオーディ

オデータのL-ch成分、WSがHighのときオーディオデータのR-ch成分の転送を行います。

送受信データは、外部機器のオーディオインターフェースフォーマットに従い、パディングを付加

する位置を選択します。本アプリケーションノートでは、以下の3つのフォーマットを選択することが

できます。

•標準フォーマット

•後方パディングフォーマット

•前方パティングフォーマット

図 4.2に送受信データフォーマットを示します。

図 4.2 送受信データフォーマット

2 30 31

WS

SCK

標準フォーマット

…

2

M
S
B

L
S
B

7 9 23 313031

M
S
B

L
S
B

1
bit

7bit

パディング

1
bit

M
S
B

223

M
S
B

L
S
B

M
S
B

L
S
B

M
S
B

M
S
B

L
S
B

…
M
S
B

L
S
B

…

8bit

7

8bit

L
S
B

… …

M
S
B

…

… … … …

7 9

パディング

パディング パディング

…

データ（L-ch） パディング データ（R-ch） パディングパディング

0 0 0

…

… …

…

…

…

Left Channel Right Channel Left Channel

8 9 25241 1 8 24 25 1 8

1
bit

7bit

8bit 8bit 8bit

後方パディング
フォーマット

前方パディング
フォーマット

データ（R-ch）

データ（R-ch）

データ（L-ch）

データ（L-ch）



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 9 of 60
2011.07.15

4.1.1.2 オーディオデータの送受信

I2S通信の送信は、内蔵RAMに配置したオーディオデータをDTCによりRSPIに転送し、RSPIから出

力することで行います。I2S通信の受信は、RSPIから受信したオーディオデータをDTCにより内蔵RAM
に転送することで行います。

RSPIはスレーブモード（SPI動作）、データ長32ビット、MSBファーストです。

図 4.3にオーディオデータの流れを示します。

オーディオデータはL-ch成分およびR-ch成分に分割し、RSPI0はL-ch成分、RSPI1はR-ch成分の送

受信を行います。RSPI0のスレーブセレクト極性をLowアクティブ、RSPI1のスレーブセレクト極性を

Highアクティブに設定し、MTU2チャネル4で出力するSSLによりRSPI0とRSPI1のチャネルを選択し

ます。

図 4.3 オーディオデータの流れ
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(a) 送信動作

図 4.4にRSPIによるオーディオデータの送信タイミングを示します。

外部機器へのオーディオデータ送信は、RSPI0から出力する送信データ（L-ch）とRSPI1から出力す

る送信データ（R-ch）を、外付けの論理和回路で合成して生成します。このとき、送信データを出力

していないRSPIの出力はハイインピーダンスであるため、論理和した合成データに影響が無いように

プルダウンしてください。

図 4.4 RSPIによるオーディオデータの送信タイミング
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(b) 受信動作

図 4.5にRSPIによるオーディオデータの受信タイミングを示します。

外部機器からのオーディオデータ受信はRSPI0およびRSPI1の両チャネルに入力します。このとき、

SSLによってアクティブとなるRSPIのチャネルが選択され、入力されたオーディオデータをL-ch成分

とR-ch成分に分割して受信します。

図 4.5 RSPIによるオーディオデータの受信タイミング
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4.1.1.3 I2S通信の同期回復とRSPIの初期化

I2S通信の同期回復は、RSPIを初期化することによって、L-ch、R-ch個別に実行しています。RSPIの
初期化はDTCにより実行されます。

図 4.6にRSPIの初期化タイミングを示します。

図 4.6 RSPIの初期化タイミング
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4.1.1.4 I2S通信のクロックとチャネル同期信号の生成

外部クロック（12.288MHz）をカウントクロックとして、SCKとWSをMTU2のコンペアマッチによ

り生成します。同様に、RSPIのチャネルセレクト信号（SSL）をMTU2のコンペアマッチにより生成し

ます。

(a) SCKの生成

MTU2チャネル 2を PWMモード 1に設定し、周波数 3.072MHz（12.288MHz/4）、デューティ比 50%、

初期出力がHigh出力のSCKを出力します。

図 4.7にMTU2チャネル2によるSCKの生成を示します。

図 4.7 MTU2チャネル2によるSCKの生成

(b) WSの生成

MTU2チャネル3をPWMモード1に設定し、周波数48kHz（12.288MHz/256）、デューティ比50%、初

期出力がHigh出力のWSを出力します。

図 4.8にMTU2チャネル3によるWSの生成を示します。

図 4.8 MTU2チャネル3によるWSの生成
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(c) SSLの生成

MTU2チャネル4をPWMモード1に設定し、周波数48kHz（12.288MHz/256）、デューティ比50%、初

期出力がHigh出力のSSLを出力します。

MTU2チャネル4のタイマカウンタの初期値を、WSを生成しているMTU2チャネル3のタイマカウン

タの初期値と異なる値に設定することにより、WSとSSLの位相差を生成します。WSとSSLの位相差

によって、「4.1.1.1 (b)  送受信データフォーマット」に示した各送受信データフォーマットに対応しま

す。WSとSSLの位相差の詳細は「4.1.1.5　ワードセレクト信号とスレーブセレクト信号の位相差」を

参照してください。

図 4.9にMTU2チャネル4によるSSLの生成を示します。

図 4.9 MTU2チャネル4によるSSLの生成
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4.1.1.5 ワードセレクト信号とスレーブセレクト信号の位相差

本アプリケーションノートでは、「4.1.1.4 (c)　SSLの生成」にて示したMTU2チャネル 4の初期値を

変更することにより、「4.1.1.1 (b)　送受信データフォーマット」に示した各送受信データフォーマット

に対応します。

図 4.10に各送受信データフォーマットのWSとSSLの位相差を示します。

図 4.10 各送受信データフォーマットのWSとSSLの位相差
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4.1.2 送信動作

4.1.2.1 送信動作タイミング

図 4.11に送信動作タイミング（標準フォーマット）を示します。

RSPI は内蔵 RAM に配置したオーディオデータを送信します。RSPI はスレーブモード（SPI 動作）、

データ長32ビット、MSBファーストです。

送信されるオーディオデータはL-ch成分およびR-ch成分に分割し、RSPI0はL-ch成分、RSPI1はR-ch
成分の送信を行います。RSPI0のスレーブセレクト極性をLowアクティブ、RSPI1のスレーブセレクト

極性を High アクティブに設定し、SSL により RSPI0 と RSPI1 のチャネルを選択します。アクティブと

なったチャネルのRSPIは、チャネル切り替え後に発生する最初のSCKのダウンエッジでデータ出力を

開始し、以後SCKに同期してデータを出力します。

MTU2は、WSに対して、SCKの約1ビット分位相が遅れたSSLを出力します。WSとSSLの位相差の

詳細については、「4.1.1.5　ワードセレクト信号とスレーブセレクト信号の位相差」を参照してくださ

い。

図 4.11 送信動作タイミング（標準フォーマット）
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4.1.2.2 送信動作時のDTC動作

図 4.12に送信動作時のDTC動作を示します。

DTCは内蔵RAMからRSPIに送信データを転送します。DTC転送はL-ch送信およびR-ch送信の 2つ
があります。DTCは、SSLのエッジ発生時のコンペアマッチ割り込みで起動します。SSLの立ち上がり

エッジではL-ch送信のDTC、立ち下がりエッジではR-ch送信のDTCが起動します。

図 4.12 送信動作時のDTC動作
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図 4.13にL-ch送信のDTC動作を、図 4.14にR-ch送信のDTC動作を示します。

DTCはチェーン転送により、RSPIの初期化、送信データの転送、送信データアドレスの転送を行い

ます。なお、RSPIの初期化は、RSPI制御レジスタ（SPCR）のRSPI機能許可ビット（SPE）に“0”を書

いてRSPIを無効化し、続いて“1”を書いてRSPIを再び有効化することによって行います。

注）RSPI機能許可ビットによる初期化についてはハードウェアマニュアルを参照してください。

図 4.13 L-ch送信のDTC動作

図 4.14 R-ch送信のDTC動作
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4.1.2.3 DTCによる送信データアドレスの転送

図 4.15にDTCによる送信データアドレスの転送を示します。

本アプリケーションノートでは、送信するオーディオデータを「図 4.1　内蔵 RAM 上のオーディオ

データ」に示したとおり、L-ch成分とR-ch成分を 4バイトずつ交互に内蔵RAM上に配置しています。

本アプリケーションノートでは、L-ch送信のDTC転送とR-ch送信のDTC転送の2つのDTC転送を使用

して、送信データの転送を交互に行っています。

図 4.15に示したとおり、L-ch送信のDTC転送は送信データのデータ0（L-ch）を転送後、チェーン転

送を用いてL-ch送信のDTC転送後の転送元アドレスをR-ch送信のDTC転送の転送元アドレスに転送し

ます。R-ch送信のDTC転送は、L-ch送信のDTC転送後の転送元アドレスを開始アドレスとしてデータ

0（R-ch）を転送し、チェーン転送を用いてR-ch送信のDTC転送後の転送元アドレスをL-ch送信のDTC
転送の転送元アドレスに転送します。

L-ch送信のDTC転送は、R-ch送信のチェーン転送で転送されたR-ch送信のDTC転送後の転送元アド

レスを開始アドレスとしてデータ1（L-ch）を転送し、チェーン転送を用いてL-ch送信のDTC転送後の

転送元アドレスを次のR-ch送信のDTC転送に必要な開始アドレスとしてR-ch送信のDTC転送の転送元

アドレスに転送します。

このようにL-ch送信のDTC転送はR-ch送信のDTC転送に必要な送信データアドレスを、R-ch送信の

DTC転送はL-ch送信のDTC転送に必要な送信データアドレスを転送します。

図 4.15 DTCによる送信データアドレスの転送
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4.1.2.4 オーディオデータの送信終了

本アプリケーションノートでは、RSPI を無効化して動作を停止させることによりオーディオデータ

の送信終了とします。RSPIの無効化はL-ch送信およびR-ch送信のDTC転送が行います。

(a) L-ch送信の送信終了処理

図 4.16にL-ch送信の送信終了動作の概略を示します。

L-ch送信のDTC転送はn-1回目の起動時、チェーン転送を用いて送信終了処理を行います。送信終了

処理により、n回目の起動時はRSPI0の無効化のみ行われ、RSPI0は動作を停止します。

図 4.16 L-ch送信の送信終了動作

L-ch送信の送信終了処理を行っているチェーン転送の詳細動作を図 4.17に示します。

L-ch送信のDTC転送は、「図 4.13　L-ch送信のDTC動作」に示したとおり、チェーン転送を用いて、

RSPI0無効化、RSPI0有効化、送信データ転送、送信データアドレス転送を行います。

この送信データアドレス転送の転送情報にある転送カウンタをn-1回、DTCチェーン転送選択ビット

を “転送カウンタ=0のときのみチェーン転送を行う ”に設定することで、n-1回目の起動時の送信デー

タアドレス転送後のチェーン転送により送信終了処理を行います。

送信終了処理は、RSPI0 無効化の転送情報にある DTC チェーン転送イネーブルビットの値を書き換

えることで、n 回目の起動時における RSPI0 無効化後のチェーン転送を禁止にします。これにより、n
回目の起動時はRSPI0の無効化のみが実行され、RSPI0の動作が停止し送信動作を終了します。

図 4.17 L-ch送信のDTC転送による送信終了処理

DTC転送
（L-ch送信）

データn-1
（L-ch）

データn
（L-ch）

SSL
（MTU2 ch4）

RSPI0
無効

L-ch送信終了

DTC転送終了

データn-1
送信

データn（最終データ）
送信

データn-2
送信

データ送信終了
（RSPIは動作停止）

DTC起動
（n-2回目）

DTC起動
（n回目）

データ出力
（RSPI0）

Hi-ZHi-Z

DTC起動
（n-1回目）

DTC転送
（L-ch送信）

送信終了
処理

チェーン転送

Hi-Z

（RSPI0停止）

送信データ
転送

送信データ
転送

SSL
（MTU2 ch4）

チェーン転送

DTC転送（L-ch送信）

チェーン転送 チェーン転送

送信データ
転送

n-1回目のDTC起動時
のみチェーン転送

チェーン転送を
禁止にする

送信データ
アドレス転送

DTC転送
（L-ch送信）

RSPI0無効
（SPCR.SPE=0）

L-ch送信終了

DTC転送終了

データn-1
送信

データn（最終データ）
送信

データn-2
送信

データ送信終了（RSPIは動作停止）

DTC起動
（n-2回目）

DTC起動
（n回目）

DTC起動
（n-1回目）

送信終了処理

RSPI0無効
（SPCR.SPE=0）

RSPI0有効
（SPCR.SPE=1）



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 21 of 60
2011.07.15

(b) R-ch送信の送信終了処理

図 4.18にR-ch送信の送信終了動作の概略を示します。

R-ch送信の DTC 転送は n回目の起動時、チェーン転送を用いて送信終了処理を行います。送信終了

処理により、n+1回目の起動時はRSPI1の無効化のみ行われ、RSPI1は動作を停止します。

図 4.18 R-ch送信の送信終了動作

R-ch送信の送信終了処理を行っているチェーン転送の詳細動作を図 4.19に示します。

R-ch送信のDTC転送は、「図 4.14　R-ch送信のDTC動作」に示したとおり、チェーン転送を用いて、

RSPI1無効化、RSPI1有効化、送信データ転送、送信データアドレス転送を行います。

この送信データアドレス転送の転送情報にある転送カウンタをn回、DTCチェーン転送選択ビットを

“転送カウンタ=0のときのみチェーン転送を行う ”に設定することで、n回目の起動時の送信データア

ドレス転送後のチェーン転送により送信終了処理を行います。

送信終了処理は、RSPI1 無効化の転送情報にある DTC チェーン転送イネーブルビットの値を書き換

えることで、n+1 回目の起動時における RSPI1 無効化後のチェーン転送を禁止にします。これにより、

n+1回目の起動時はRSPI1の無効化のみが実行され、RSPI1の動作が停止し送信動作を終了します。

図 4.19 R-ch送信のDTC転送による送信終了処理
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4.1.3 受信動作

4.1.3.1 受信動作タイミング

図 4.20に受信動作タイミング（標準フォーマット）を示します。

RSPIは外部機器からオーディオデータを受信します。RSPIはスレーブモード（SPI動作）、データ長

32ビット、MSBファーストです。

外部機器からのオーディオデータはRSPI0およびRSPI1の両チャネルに入力し、L-ch成分とR-ch成分

に分解して受信します。RSPI0のスレーブセレクト極性をLowアクティブ、RSPI1のスレーブセレクト

極性を High アクティブに設定し、SSL により RSPI0 と RSPI1 のチャネルを選択します。アクティブと

なったチャネルのRSPIは、チャネル切り替え後に発生する最初のSCKのアップエッジでデータを取り

込み、以後SCKに同期して入力データを取り込みます。

RSPIによって取り込まれた入力データはDTCにより内蔵RAMに転送され、図 4.1のように格納され

ます。

MTU2は、WSに対して、SCKの約1ビット分位相が遅れたSSLを出力します。WSとSSLの位相差の

詳細については、「4.1.1.5　ワードセレクト信号とスレーブセレクト信号の位相差」を参照してくださ

い。

図 4.20 受信動作タイミング（標準フォーマット）
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4.1.3.2 受信動作時のDTC動作

図 4.21に受信動作時のDTC動作を示します。

DTCはRSPIから内蔵RAMに受信データを転送します。DTC転送はL-ch受信とR-ch受信、RSPI0初
期化とRSPI1初期化の 4つがあります。データ受信のDTCは、RSPIの受信バッファフル割り込みで起

動します。RSPI0の受信バッファフル割り込みではL-ch受信のDTC、RSPI1の受信バッファフル割り込

みでは R-ch 受信の DTC が起動します。また、RSPI 初期化の DTC は、SSL のエッジ発生時のコンペア

マッチ割り込みで起動します。SSLの立ち上がりエッジではRSPI0初期化のDTC、立ち下がりエッジで

はRSPI1初期化のDTCが起動します。

図 4.21 受信動作時のDTC動作

図 4.22にL-ch受信のDTC動作を、図 4.23にR-ch受信のDTC動作を示します。

データ受信のDTC はチェーン転送により、受信データの転送、受信データアドレスの転送を行いま

す。また、RSPI初期化のDTCはチェーン転送により、RSPIの初期化を行います。なお、RSPIの初期化

は、RSPI制御レジスタ（SPCR）のRSPI機能許可ビット（SPE）に“0”を書いてRSPIを無効化し、続い

て“1”を書いてRSPIを再び有効化することによって行います。

注）RSPI機能許可ビットによる初期化についてはハードウェアマニュアルを参照してください。
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図 4.22 L-ch受信のDTC動作

図 4.23 R-ch受信のDTC動作
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4.1.3.3 DTCによる受信データアドレスの転送

図 4.24にDTCによる受信データアドレスの転送を示します。

本アプリケーションノートでは、受信したオーディオデータを「図 4.1　内蔵 RAM 上のオーディオ

データ」に示したとおり、L-ch成分とR-ch成分を4バイトずつ交互に内蔵RAM上に配置します。本ア

プリケーションノートでは、L-ch受信のDTC転送とR-ch受信のDTC転送の2つのDTC転送を使用して、

受信データの転送を交互に行っています。

図 4.24に示したとおり、L-ch受信のDTC転送は受信データのデータ0（L-ch）を転送後、チェーン転

送を用いてL-ch受信のDTC転送後の転送先アドレスをR-ch受信のDTC転送の転送先アドレスに転送し

ます。R-ch受信のDTC転送は、L-ch受信のDTC転送後の転送先アドレスを開始アドレスとしてデータ

0（R-ch）を転送し、チェーン転送を用いてR-ch受信のDTC転送後の転送先アドレスをL-ch受信のDTC
転送の転送先アドレスに転送します。

L-ch受信のDTC転送は、R-ch受信のチェーン転送で転送されたR-ch受信のDTC転送後の転送先アド

レスを開始アドレスとしてデータ1（L-ch）を転送し、チェーン転送を用いてL-ch受信のDTC転送後の

転送先アドレスを次のR-ch受信のDTC転送に必要な開始アドレスとしてR-ch受信のDTC転送の転送先

アドレスに転送します。

このようにL-ch受信のDTC転送はR-ch受信のDTC転送に必要な受信データアドレスを、R-ch受信の

DTC転送はL-ch受信のDTC転送に必要な受信データアドレスを転送します。

図 4.24 DTCによる受信データアドレスの転送
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4.1.3.4 オーディオデータの受信終了

本アプリケーションノートでは、RSPI を無効化して動作を停止させることによりオーディオデータ

の受信終了とします。RSPIの無効化はRSPI0初期化およびRSPI1初期化のDTC転送が行います。

(a) L-ch受信の受信終了処理

図 4.25にL-ch受信の受信終了動作の概略を示します。

RSPI0初期化のDTC転送はn-1回目の起動時、チェーン転送を用いて受信終了処理を行います。受信

終了処理により、n回目の起動時はRSPI0の無効化が行われ、RSPI0は動作を停止します。

図 4.25 L-ch受信の受信終了動作

L-ch受信の受信終了処理を行っているチェーン転送の詳細動作を図 4.26に示します。

RSPI0初期化のDTC転送は、「図 4.22　L-ch受信のDTC動作」に示したとおり、チェーン転送を用い

て、RSPI0無効化、RSPI0有効化を行います。

このRSPI0有効化の転送情報にある転送カウンタをn-1回、DTCチェーン転送選択ビットを “転送カ

ウンタ =0 のときのみチェーン転送を行う ” に設定することで、n-1 回目の起動時の RSPI0 有効化後の

チェーン転送により受信終了処理を行います。

受信終了処理は、RSPI0 無効化の転送情報にある DTC チェーン転送イネーブルビットの値を書き換

えることで、n 回目の起動時における RSPI0 無効化後のチェーン転送を禁止にします。これにより、n
回目の起動時はRSPI0の無効化のみが実行され、RSPI0の動作が停止し受信動作を終了します。

図 4.26 RSPI0初期化のDTC転送による受信終了処理
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(b) R-ch受信の受信終了処理

図 4.27にR-ch受信の受信終了動作の概略を示します。

RSPI1初期化のDTC転送はn回目の起動時、チェーン転送を用いて受信終了処理を行います。受信終

了処理により、n+1回目の起動時はRSPI1の無効化が行われ、RSPI1は動作を停止します。

図 4.27 R-ch受信の受信終了動作

R-ch受信の受信終了処理を行っているチェーン転送の詳細動作を図 4.28に示します。

RSPI1初期化のDTC転送は、「図 4.23　R-ch受信のDTC動作」に示したとおり、チェーン転送を用い

て、RSPI1無効化、RSPI1有効化を行います。

このRSPI1有効化の転送情報にある転送カウンタをn回、DTCチェーン転送選択ビットを“転送カウ

ンタ=0のときのみチェーン転送を行う”に設定することで、n回目の起動時のRSPI1有効化後のチェー

ン転送により受信終了処理を行います。

受信終了処理は、RSPI1 無効化の転送情報にある DTC チェーン転送イネーブルビットの値を書き換

えることで、n+1 回目の起動時における RSPI1 無効化後のチェーン転送を禁止にします。これにより、

n+1回目の起動時はRSPI1の無効化のみが実行され、RSPI1の動作が停止し受信動作を終了します。

図 4.28 RSPI1初期化のDTC転送による受信終了処理
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4.2 ファイル構成

表 4.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファ

イルは除きます。

表 4.1 ファイル構成

ファイル名 概要 備考

i2s_main.c I2S通信メイン処理

i2s_dtc.c DTCa動作設定

i2s_mtu2.c MTU2動作設定

i2s_rspi.c RSPI動作設定

i2s.h I2S通信のマクロ定義 送受信データフォーマットの設定

iodefine_RX62N.h RX62Nシリーズの I/Oヘッダファイル
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4.3 定数一覧

表 4.2にサンプルコードで使用する定数を示します。

表 4.2 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

L_CH 0 内蔵RAMのオーディオデータ配列のL-ch Index No.

R_CH 1 内蔵RAMのオーディオデータ配列のR-ch Index No.

NULL_DATA 0x00000000 受信オーディオデータ領域の初期化データ

TRANSMIT_FORMAT

STANDARD_PADDING
or

BACKWARD_PADDING
or

FORWARD_PADDING

送受信データフォーマットの選択
（標準、後方パディング、前方パディングから選択）

STANDARD_PADDING 0 標準フォーマット

BACKWARD_PADDING 1 後方パディングフォーマット

FORWARD_PADDING 2 前方パディングフォーマット

TRANSMIT_MODE 0 送信動作モード

RECEIVE_MODE 1 受信動作モード

TRANSCEIVE_MODE 2 送受信動作モード

AUD_SIZE 0x100 オーディオデータの総バイト数

AUD_NUM (AUD_SIZE / 4) / 2 オーディオデータ（L-ch/R-ch）のデータ数

DTC_TX_CHAIN_SIZE 5 送信動作のDTCaチェーン転送の転送情報数

DTC_RX_CHAIN_SIZE 2 受信動作のDTCaチェーン転送の転送情報数

DTC_TX_L_COUNT AUD_NUM - 1 DTC転送（L-ch送信、RSPI0初期化）の転送回数

DTC_TX_R_COUNT AUD_NUM DTC転送（R-ch送信、RSPI1初期化）の転送回数

DTC_RX_L_COUNT AUD_NUM DTC転送（L-ch受信）の転送回数

DTC_RX_R_COUNT AUD_NUM DTC転送（R-ch受信）の転送回数

SCK_CYCLE_VALUE 0x0003 SCKの周期

WS_SSL_CYCLE_VALUE 0x00FF WS、SSLの周期

SSL_DELAY_VALUE_S 0x0003 WSとSSLの位相値（標準フォーマット）

SSL_DELAY_VALUE_B 0x0001 WSとSSLの位相値
（後方パディングフォーマット）

SSL_DELAY_VALUE_F 0x001F WSとSSLの位相値
（前方パディングフォーマット）
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4.4 構造体／共用体一覧

図 4.29にサンプルコードで使用する構造体／共用体を示します。

図 4.29 サンプルコードで使用する構造体／共用体

#ifdef __LIT
struct st_dtc_data{ /* リトルエンディアン */

unsigned char wk[2]; /* 予約領域 */
unsigned char MRB; /* DTCモードレジスタB */
unsigned char MRA; /* DTCモードレジスタA */
unsigned long SAR; /* DTC転送元アドレスレジスタ */
unsigned long DAR; /* DTC転送先アドレスレジスタ */
unsigned short CRB; /* DTC転送カウントレジスタB */
unsigned short CRA; /* DTC転送カウントレジスタA */

};
#endif
#ifdef __BIG
struct st_dtc_data{ /* ビッグエンディアン */

unsigned char MRA; /* DTCモードレジスタA */
unsigned char MRB; /* DTCモードレジスタB */
unsigned char wk[2]; /* 予約領域 */
unsigned long SAR; /* DTC転送元アドレスレジスタ */
unsigned long DAR; /* DTC転送先アドレスレジスタ */
unsigned short CRA; /* DTC転送カウントレジスタA */
unsigned short CRB; /* DTC転送カウントレジスタB */

};
#endif

struct st_dtc_data DTC_TX_L[DTC_TX_CHAIN_SIZE]; /* DTC転送情報(L-ch送信) */
struct st_dtc_data DTC_TX_R[DTC_TX_CHAIN_SIZE]; /* DTC転送情報(R-ch送信) */
struct st_dtc_data DTC_RX_L[DTC_RX_CHAIN_SIZE]; /* DTC転送情報(L-ch受信) */
struct st_dtc_data DTC_RX_R[DTC_RX_CHAIN_SIZE]; /* DTC転送情報(R-ch受信) */



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 31 of 60
2011.07.15

4.5 変数一覧

表 4.3にグローバル変数を、表 4.4にconst型変数を示します。

表 4.3 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned long tx_au_data[AUD_NUM][2] 送信オーディオデータ i2s_au_data_init
i2s_start
i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

unsigned long rx_au_data[AUD_NUM][2] 受信オーディオデータ i2s_au_data_init
i2s_dtc_rx_l_init
i2s_dtc_rx_r_init

unsigned long DTC_VECT_TABLE[256] DTCベクタテーブル i2s_dtc_init

表 4.4 const型変数

型 変数名 内容 使用関数

const unsigned char RSPI_TX_DISABLE RSPI初期化用レジスタ設定値

（送信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char RSPI_TX_ENABLE RSPI初期化解除用レジスタ設定値

（送信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char RSPI_RX_DISABLE RSPI初期化用レジスタ設定値

（受信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char RSPI_RX_ENABLE RSPI初期化解除用レジスタ設定値

（受信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char RSPI_TRX_DISABLE RSPI初期化用レジスタ設定値

（送受信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char RSPI_TRX_ENABLE RSPI初期化解除用レジスタ設定値

（送受信動作）

i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init

const unsigned char DTC_CHAIN_DISABLE チェーン転送禁止用レジスタ設定値 i2s_dtc_tx_l_init
i2s_dtc_tx_r_init
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4.6 関数一覧

表 4.5に関数を示します。

表 4.5 関数

関数名 説明

main I2S通信メイン関数

i2s_mcu_init CPU初期設定

i2s_au_data_init 内蔵RAMのオーディオデータ作成

i2s_start I2S通信開始処理

i2s_dtc_init DTC設定関数

i2s_dtc_tx_l_init DTC転送情報作成（L-ch送信、RSPI0初期化）

i2s_dtc_tx_r_init DTC転送情報作成（R-ch送信、RSPI1初期化）

i2s_dtc_rx_l_init DTC転送情報作成（L-ch受信）

i2s_dtc_rx_r_init DTC転送情報作成（R-ch受信）

i2s_mtu2_init MTU2設定関数

i2s_mtu2_ch2_init MTU2 チャネル2設定関数（SCK生成）

i2s_mtu2_ch3_init MTU2 チャネル3設定関数（WS生成）

i2s_mtu2_ch4_init MTU2 チャネル4設定関数（SSL生成）

i2s_rspi_init RSPI設定関数

i2s_rspi0_init RSPI0設定関数（L-ch送受信）

i2s_rspi1_init RSPI1設定関数（R-ch送受信）
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4.7 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

main
概　要 I2S通信動作のメイン関数です。

ヘッダ i2s.h
宣　言 void main(void)
説　明

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_mcu_init
概　要 CPUの初期設定を行います。

ヘッダ iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_mcul_init(void)
説　明 ●動作周波数を設定します。

●DTC、MTU2、RSPIのモジュールストップを解除します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_au_data_init
概　要 内蔵RAMのオーディオデータを作成します。

ヘッダ i2s.h
宣　言 void i2s_data_init(void)
説　明 ●送信オーディオデータを作成します。（tx_au_data）

●受信オーディオデータ領域を0クリアします。（rx_au_data）
引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_start
概　要 I2S通信の開始処理を行います。

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_start(char i2s_mode)
説　明 ●RSPI機能を有効にします。

●DTCモジュールを起動します。

●MTU2のカウント動作を開始します。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考
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i2s_dtc_init
概　要 DTCの初期設定を行います。

ヘッダ iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_dtc_init(char i2s_mode)
説　明 ●DTCベクタテーブルを作成します。

●割り込みによるDTC起動を許可します。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考

i2s_dtc_tx_l_init
概　要 DTC転送情報を作成します。（L-ch送信、RSPI0初期化）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_dtc_tx_l_init(char i2s_mode)
説　明 ●送信データを内蔵RAMからRSPI0に転送します。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考

i2s_dtc_tx_r_init
概　要 DTC転送情報を作成します。（R-ch送信、RSPI1初期化）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_dtc_tx_r_init(char i2s_mode)
説　明 ●送信データを内蔵RAMからRSPI1に転送します。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考

i2s_dtc_rx_l_init
概　要 DTC転送情報を作成します。（L-ch受信）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_dtc_rx_l_init(void)
説　明 ●受信データをRSPI0から内蔵RAMに転送します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_dtc_rx_r_init
概　要 DTC転送情報を作成します。（R-ch受信）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_dtc_rx_r_init(void)
説　明 ●受信データをRSPI1から内蔵RAMに転送します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考
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i2s_mtu2_init
概　要 MTU2の初期設定を行います。

ヘッダ iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_mtu2_init(void)
説　明 ●MTU2のポート設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_mtu2_ch2_init
概　要 MTU2 チャネル2の初期設定を行います。（SCK生成）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_mtu2_ch2_init(void)
説　明 ●外部クロックからSCKを生成し出力します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_mtu2_ch3_init
概　要 MTU2 チャネル3の初期設定を行います。（WS生成）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_mtu2_ch3_init(void)
説　明 ●外部クロックからWSを生成し出力します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考

i2s_mtu2_ch4_init
概　要 MTU2 チャネル4の初期設定を行います。（SSL生成）

ヘッダ i2s.h, iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_mtu2_ch4_init(void)
説　明 ●外部クロックからSSLを生成し出力します。

●コンペアマッチ割り込みを有効にします。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 36 of 60
2011.07.15

i2s_rspi_init
概　要 RSPIの初期設定を行います。

ヘッダ なし

宣　言 void i2s_rspi_init(char i2s_mode)
説　明 ●

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考

i2s_rspi0_init
概　要 RSPI0の初期設定を行います。（L-ch送受信）

ヘッダ iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_rspi0_init(char i2s_mode)
説　明 ●RSPI0の設定を行います。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考

i2s_rspi1_init
概　要 RSPI1の初期設定を行います。（R-ch送受信）

ヘッダ iodefine_RX62N.h
宣　言 void i2s_rspi1_init(char i2s_mode)
説　明 ●RSPI1の設定を行います。

引　数 ●第一引数：i2s_mode ：動作モードの選択

リターン値 なし

備　考
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4.8 フローチャート

4.8.1 main関数

図 4.30にmain関数のフローチャートを示します。

図 4.30 main関数

main

CPU初期設定
i2s_mcu_init()

オーディオデータ作成
i2s_au_data_init()

動作周波数の設定

モジュールストップ解除

内蔵RAMの送信データ作成

内蔵RAMの受信データ領域クリア

動作モード選択
i2s_mode  = TRANSMIT_MODE

RECEIVE_MODE
TRANSCEIVE_MODE

：送信モード

：受信モード

：送受信モード

MTU2初期設定
i2s_mtu2_init() MTU2 チャネル2～4の初期設定

RSPI初期設定
i2s_rspi_init(i2s_mode) RSPI0、RSPI1の初期設定

DTC初期設定
i2s_dtc_init(i2s_mode) DTCの初期設定

I2S通信開始処理
i2s_start(i2s_mode) I2S通信を開始します。
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4.8.2 i2s_mcu_init関数

図 4.31に i2s_mcu_init関数のフローチャートを示します。

i2s_mcu_init関数はCPUの初期設定を行います。

図 4.31 i2s_mcu_init関数

4.8.3 i2s_au_data_init関数

図 4.32に i2s_au_data_init関数のフローチャートを示します。

i2s_au_data_init関数は内蔵RAMのオーディオデータを作成します。

図 4.32 i2s_au_data_init関数

i2s_mcu_init

SCKCRレジスタ ← 00020100h
動作周波数設定

モジュールストップ解除

return

ICK[3:0]ビット = 0000b
PCK[3:0]ビット = 0001b
BCK[3:0]ビット = 0020b

：ICLK=×8
：PCLK=×4
：BCLK=×2

MSTPCRAレジスタ

MSTPA28ビット ← 0
MSTPA9ビット ← 0

：DTC
：MTU2

MSTPCRBレジスタ

MSTPA17ビット ← 0
MSTPA16ビット ← 0

：RSPI0
：RSPI1

i2s_au_data_init

tx_au_dataに送信データをライト送信データ作成

rx_au_data全体を0クリア受信データ領域クリア

return
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4.8.4 i2s_start関数

図 4.33に i2s_start関数のフローチャートを示します。

i2s_start関数は周辺機能を有効に設定し I2S通信を開始します。

図 4.33 i2s_start関数

i2s_start

SPCRレジスタ ← 42h

RSPI機能有効

MTU2カウント動作開始

return

TXMDビット = 1
SPEビット = 1
SPRIEビット = 0

：送信動作のみのシリアル通信
：RSPI機能有効
：RSPI受信割り込み要求発生を禁止

DTCSTレジスタ

DTCSTビット ← 1 ：DTCモジュール動作

TSTRAレジスタ ← C4h

CST2ビット = 1
CST3ビット = 1
CST4ビット = 1

DTCモジュール起動

動作モードは
送信モードもしくは
送受信モード？

[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

Yes

No

送信データライト
RSPI0.SPDRレジスタ ← tx_au_data[0][L_CH]
RSPI1.SPDRレジスタ ← NULL_DATA

：MTU2 ch2はカウント動作
：MTU2 ch3はカウント動作
：MTU2 ch4はカウント動作

動作モード？

送信モード

SPCRレジスタ ← C0h

RSPI機能有効 TXMDビット = 0
SPEビット = 1
SPRIEビット = 1

：全二重同期式シリアル通信
：RSPI機能有効
：RSPI受信割り込み要求発生を許可

受信モード

SPCRレジスタ ← C0h

RSPI機能有効

送受信モード

default

TXMDビット = 0
SPEビット = 1
SPRIEビット = 1

：全二重同期式シリアル通信
：RSPI機能有効
：RSPI受信割り込み要求発生を許可
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4.8.5 i2s_dtc_init関数

図 4.34に i2s_dtc_init関数のフローチャートを示します。

i2s_dtc_init関数はDTCaの初期設定を行います。

図 4.34 i2s_dtc_init関数

i2s_dtc_init

DTCVBRレジスタ ← DTC_VECT_TABLEのアドレス

DTCベクタテーブル作成

return

DTC_VECT_TABLE[135] ← DTC_TX_L
DTC_VECT_TABLE[134] ← DTC_TX_R
DTC_VECT_TABLE[45] ← DTC_RX_L
DTC_VECT_TABLE[49] ← DTC_RX_R

DTCERレジスタ（DTCER134, DTCER135）

DTCEビット ← 1

[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

MTU2による
DTC起動許可 ：DTC起動許可

DTC_VECT_TABLEに転送情報のアドレスをセット

：L-ch送信
：R-ch送信
：L-ch受信
：R-ch受信

DTC転送情報作成
i2s_dtc_tx_l_init(i2s_mode)

DTC転送情報作成
i2s_dtc_tx_r_init(i2s_mode)

DTC転送情報作成
i2s_dtc_rx_l_init()

DTC転送情報作成
i2s_dtc_rx_r_init()

DTC転送情報作成（L-ch送信）

DTC転送情報作成（R-ch送信）

DTC転送情報作成（L-ch受信）

DTC転送情報作成（R-ch受信）

IERレジスタ

IENビット ← 1 ：割り込み要求許可

（IER10.IEN6, IER10.IEN7）

DTCERレジスタ（DTCER45, DTCER49）

DTCEビット ← 1 ：DTC起動許可

IERレジスタ

IENビット ← 1 ：割り込み要求許可

（IER05.IEN5, IER06.IEN1）

動作モードは
受信モードもしくは
送受信モード？

Yes

No

RSPIによる
DTC起動許可
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4.8.6 i2s_dtc_tx_l_init関数

図 4.35に i2s_dtc_tx_l_init関数のフローチャートを示します。

i2s_dtc_tx_l_init関数はL-ch送信（送信モード、送受信モード）またはRSPI0初期化（受信モード）の

DTC転送情報を作成します。

図 4.35 i2s_dtc_tx_l_init関数（1 / 4）

i2s_dtc_tx_l_init
[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

A1

B1

動作モード？

送信モード

受信モード

送受信モード

default

return

C1

A2 B2 C2

DTC転送情報作成
（L-ch送信/送信モード）

DTC転送情報作成
（RSPI0初期化/受信モード）

DTC転送情報作成
（L-ch送信/送受信モード）
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図 4.35 i2s_dtc_tx_l_init関数（2 / 4）

A1

A2

DTC転送情報作成

DTC_TX_L[0] ：RSPI0無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

DTC_TX_L[1] ：RSPI0有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 00h

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

DTC_TX_L[2] ：送信データ転送

SM[1:0] = 10b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 28h

MRB ← 80h

SAR ← tx_au_data[0][L_CH]のアドレス
DAR ← RSPI0.SPDRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：転送後SARレジスタをインクリメント
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

1

1

DTC_TX_L[4] ：送信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_L[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送禁止

DTC_TX_L[3] ：送信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 1

CHNE = 1

MRA ← 20h

MRB ← C0h

SAR ← DTC_TX_L[2].SARのアドレス
DAR ← DTC_TX_R[2].SARのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみ

チェーン転送を行う
：チェーン転送許可

（L-ch送信/送信モード）
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図 4.35 i2s_dtc_tx_l_init関数（3 / 4）

B1

DTC_TX_L[2] ：受信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_L[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送禁止

DTC転送情報作成

DTC_TX_L[0] ：RSPI0無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_RX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

DTC_TX_L[1] ：RSPI0有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 1
CHNE = 1

MRA ← 00h

MRB ← C0h

SAR ← RSPI_RX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

B2

（RSPI0初期化/受信モード）
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図 4.35 i2s_dtc_tx_l_init関数（4 / 4）

C1

C2

DTC転送情報作成

DTC_TX_L[0] ：RSPI0無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TRX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

DTC_TX_L[1] ：RSPI0有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 00h

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TRX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI0.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

DTC_TX_L[2] ：送信データ転送

SM[1:0] = 10b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 28h

MRB ← 80h

SAR ← tx_au_data[0][L_CH]のアドレス
DAR ← RSPI0.SPDRのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：転送後SARレジスタをインクリメント
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

2

2

DTC_TX_L[4] ：送受信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_L[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送禁止

DTC_TX_L[3] ：送信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 1

CHNE = 1

MRA ← 20h

MRB ← C0h

SAR ← DTC_TX_L[2].SARのアドレス
DAR ← DTC_TX_R[2].SARのアドレス
CRA ← DTC_TX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみ

チェーン転送を行う
：チェーン転送許可

（L-ch送信/送受信モード）
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4.8.7 i2s_dtc_tx_r_init関数

図 4.36に i2s_dtc_tx_r_init関数のフローチャートを示します。

i2s_dtc_tx_r_init関数はR-ch送信（送信モード、送受信モード）またはRSPI1初期化（受信モード）の

DTC転送情報を作成します。

図 4.36 i2s_dtc_tx_r_init関数（1 / 4）

i2s_dtc_tx_r_init
[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

D1

E1

動作モード？

送信モード

受信モード

送受信モード

default

return

F1

D2 E2 F2

DTC転送情報作成
（R-ch送信/送信モード）

DTC転送情報作成
（RSPI1初期化/受信モード）

DTC転送情報作成
（R-ch送信/送受信モード）
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図 4.36 i2s_dtc_tx_r_init関数（2 / 4）

D1

D2

DTC転送情報作成

DTC_TX_R[0] ：RSPI1無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

DTC_TX_R[1] ：RSPI1有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 00h

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

DTC_TX_R[2] ：送信データ転送

SM[1:0] = 10b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 28h

MRB ← 80h

SAR ← tx_au_data[0][R_CH]のアドレス
DAR ← RSPI1.SPDRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：転送後SARレジスタをインクリメント
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

3

3

DTC_TX_R[4] ：送信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_R[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送禁止

DTC_TX_R[3] ：送信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 1

CHNE = 1

MRA ← 20h

MRB ← C0h

SAR ← DTC_TX_R[2].SARのアドレス
DAR ← DTC_TX_L[2].SARのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみ

チェーン転送を行う
：チェーン転送許可

（R-ch送信/送信モード）
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図 4.36 i2s_dtc_tx_r_init関数（3 / 4）

E1

DTC転送情報作成

DTC_TX_R[2] ：受信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_R[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送禁止

DTC_TX_R[0] ：RSPI1無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_RX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

DTC_TX_R[1] ：RSPI1有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 1
CHNE = 1

MRA ← 00h

MRB ← C0h

SAR ← RSPI_RX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

E2

（RSPI1初期化/受信モード）
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図 4.36 i2s_dtc_tx_r_init関数（4 / 4）

F1

F2

DTC転送情報作成

DTC_TX_R[0] ：RSPI1無効化
MRA ← 00h

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TRX_DISABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT + 1
CRB ← FFFFh

DTC_TX_R[1] ：RSPI1有効化

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 00h

MRB ← 80h

SAR ← RSPI_TRX_ENABLEのアドレス
DAR ← RSPI1.SPCRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

DTC_TX_R[2] ：送信データ転送

SM[1:0] = 10b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 1

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送許可

MRA ← 28h

MRB ← 80h

SAR ← tx_au_data[0][R_CH]のアドレス
DAR ← RSPI1.SPDRのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：転送後SARレジスタをインクリメント
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

4

4

DTC_TX_R[4] ：送受信終了処理

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 00b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 0

CHNE = 0

MRA ← 00h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_CHAIN_DISABLEのアドレス
DAR ← DTC_TX_R[0].MRBのアドレス
CRA ← 2
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：バイトサイズ転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う

：チェーン転送禁止

DTC_TX_R[3] ：送信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0

CHNS = 1

CHNE = 1

MRA ← 20h

MRB ← C0h

SAR ← DTC_TX_R[2].SARのアドレス
DAR ← DTC_TX_L[2].SARのアドレス
CRA ← DTC_TX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、

CPUに割り込み要求発生
：転送カウンタ = 0のときのみ

チェーン転送を行う
：チェーン転送許可

（R-ch送信/送受信モード）
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4.8.8 i2s_dtc_rx_l_init関数

図 4.37に i2s_dtc_rx_l_init関数のフローチャートを示します。

i2s_dtc_rx_l_init関数はL-ch受信のDTC転送情報を作成します。

図 4.37 i2s_dtc_rx_l_init関数

i2s_dtc_rx_l_init

DTC転送情報作成

return

DTC_RX_L[0] ：受信データ転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 10b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 1

：転送後DARレジスタをインクリメント
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

MRA ← 20h

MRB ← 88h

SAR ← RSPI0.SPDRのアドレス
DAR ← rx_au_data[0][L_CH]のアドレス
CRA ← DTC_RX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

DTC_RX_L[1] ：受信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 0

MRA ← 20h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_RX_L[0].DARのアドレス
DAR ← DTC_RX_R[0].DARのアドレス
CRA ← DTC_RX_L_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送禁止

（L-ch受信）



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 50 of 60
2011.07.15

4.8.9 i2s_dtc_rx_r_init関数

図 4.38に i2s_dtc_rx_r_init関数のフローチャートを示します。

i2s_dtc_rx_r_init関数はR-ch受信のDTC転送情報を作成します。

図 4.38 i2s_dtc_rx_r_init関数

i2s_dtc_rx_r_init

DTC転送情報作成

return

DTC_RX_R[0] ：受信データ転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 10b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 1

：転送後DARレジスタをインクリメント
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送許可

MRA ← 20h

MRB ← 88h

SAR ← RSPI1.SPDRのアドレス
DAR ← rx_au_data[0][R_CH]のアドレス
CRA ← DTC_RX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

DTC_RX_R[1] ：受信データアドレス転送

SM[1:0] = 00b
SZ[1:0] = 10b
MD[1:0] = 00b

DM[1:0] = 00b
DISEL = 0
CHNS = 0
CHNE = 0

MRA ← 20h

MRB ← 00h

SAR ← DTC_RX_R[0].DARのアドレス
DAR ← DTC_RX_L[0].DARのアドレス
CRA ← DTC_RX_R_COUNT
CRB ← FFFFh

：SARレジスタは固定
：ロングワード転送
：ノーマル転送モード

：DARレジスタは固定
：データ転送の終了時だけ、CPUに割り込み要求発生
：連続してチェーン転送を行う
：チェーン転送禁止

（R-ch受信）
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4.8.10 i2s_mtu2_init関数

図 4.39に i2s_mtu2_init関数のフローチャートを示します。

i2s_mtu2_init関数はMTU2の初期設定を行います。

図 4.39 i2s_mtu2_init関数

i2s_mtu2_init

MTU2カウント動作停止

return

MTU2 ch2 初期設定
i2s_mtu2_ch2_init()

MTU2 ch3 初期設定
i2s_mtu2_ch3_init()

MTU2 ch4 初期設定
i2s_mtu2_ch4_init()

MTU2 チャネル2 初期設定（SCK生成）

MTU2 チャネル3 初期設定（WS生成）

MTU2 チャネル4 初期設定（SSL生成）

TSTRAレジスタ ← 00h

CST2ビット = 0
CST3ビット = 0
CST4ビット = 0

：MTU2 ch2はカウント動作停止
：MTU2 ch3はカウント動作停止
：MTU2 ch4はカウント動作停止

MTU2入出力端子設定
TOERAレジスタ ← C2h

OE4Aビット = 1
b7-b6 = 11b

：MTIOC4A出力許可
：（予約ビット）

PFCMTUレジスタ ← 10h

MTUS4ビット = 1
TCLKSビット = 0

：P82をMTIOC4A-B端子として選択

：P24をMTCLKA-A端子として選択

ICRレジスタ（P2.ICR） ← 10h

B4ビット = 1 ：P24の入力バッファは有効
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4.8.11 i2s_mtu2_ch2_init関数

図 4.40に i2s_mtu2_ch2_init関数のフローチャートを示します。

i2s_mtu2_ch2_init関数は、MTU2 チャネル2を使用してSCKを生成する設定を行います。

図 4.40 i2s_mtu2_ch2_init関数

i2s_mtu2_ch2_init

MTU2 ch2 動作モード設定

return

コンペアマッチタイミングの設定
TGRB ← SCK_CYCLE_VALUE / 2

TCNT ← SCK_CYCLE_VALUE - 1

TCRレジスタ ← 24h

TPSC[2:0]ビット = 100b
CKEG[3:0]ビット = 00b
CCLR[2:0]ビット = 001b

：外部クロック：MTCLKA端子入力でカウント
：立ち上がりエッジでカウント

：TGRAのコンペアマッチでTCNTクリア

TMDRレジスタ ← 02h

MD[3:0]ビット = 0010b ：PWMモード1

TIORレジスタ ← 65h

IOA[3:0]ビット = 0101b
IOB[3:0]ビット = 0110b

：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでLow出力
：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでHigh出力

TIERレジスタ ← 00h

TGIEAビット = 0
TGIEBビット = 0

：割り込み要求（TGIA）を禁止
：割り込み要求（TGIB）を禁止

カウンタ初期値設定

カウント周期設定

デューティ比設定

コンペアマッチタイミングの設定
TGRA ← SCK_CYCLE_VALUE
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4.8.12 i2s_mtu2_ch3_init関数

図 4.41に i2s_mtu2_ch3_init関数のフローチャートを示します。

i2s_mtu2_ch3_init関数は、MTU2 チャネル3を使用してWSを生成する設定を行います。

図 4.41 i2s_mtu2_ch3_init関数

i2s_mtu2_ch3_init

MTU2 ch3 動作モード設定

return

TCNT ← WS_SSL_CYCLE_VALUE - 1

TCRレジスタ ← 26h

TPSC[2:0]ビット = 110b
CKEG[3:0]ビット = 00b
CCLR[2:0]ビット = 001b

：外部クロック：MTCLKA端子入力でカウント
：立ち上がりエッジでカウント

：TGRAのコンペアマッチでTCNTクリア

TMDRレジスタ ← 02h

MD[3:0]ビット = 0010b ：PWMモード1

TIORHレジスタ ← 65h

IOA[3:0]ビット = 0101b
IOB[3:0]ビット = 0110b

：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでLow出力
：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでHigh出力

TIERレジスタ ← 00h

TGIEAビット = 0
TGIEBビット = 0

：割り込み要求（TGIA）を禁止
：割り込み要求（TGIB）を禁止

カウンタ初期値設定

カウント周期設定
コンペアマッチタイミングの設定
TGRA ← WS_SSL_CYCLE_VALUE

TIORLレジスタ ← 00h

IOC[3:0]ビット = 0000b
IOD[3:0]ビット = 0000b

：出力禁止
：出力禁止

デューティ比設定
コンペアマッチタイミングの設定
TGRB ← WS_SSL_CYCLE_VALUE / 2
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4.8.13 i2s_mtu2_ch4_init関数

図 4.42に i2s_mtu2_ch4_init関数のフローチャートを示します。

i2s_mtu2_ch4_init関数は、MTU2 チャネル4を使用してSSLを生成する設定を行います。

図 4.42 i2s_mtu2_ch4_init関数

i2s_mtu2_ch4_init

MTU2 ch4 動作モード設定

return

TCRレジスタ ← 26h

TPSC[2:0]ビット = 110b
CKEG[3:0]ビット = 00b
CCLR[2:0]ビット = 001b

：外部クロック：MTCLKA端子入力でカウント
：立ち上がりエッジでカウント

：TGRAのコンペアマッチでTCNTクリア

TMDRレジスタ ← 02h

MD[3:0]ビット = 0010b ：PWMモード1

TIORHレジスタ ← 65h

IOA[3:0]ビット = 0101b
IOB[3:0]ビット = 0110b

：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでLow出力
：初期出力はHigh出力、コンペアマッチでHigh出力

TIERレジスタ ← 03h

TGIEAビット = 1
TGIEBビット = 1

：割り込み要求（TGIA）を許可
：割り込み要求（TGIB）を許可

カウンタ初期値設定

カウント周期設定

TCNT ← WS_SSL_CYCLE_VALUE - 1 - SSL_DELAY_VALUE_x (x = S,B,F)
（送受信データフォーマットにより、WSとの位相値を選択）

TIORLレジスタ ← 00h

IOC[3:0]ビット = 0000b
IOD[3:0]ビット = 0000b

：出力禁止
：出力禁止

コンペアマッチタイミングの設定
TGRA ← WS_SSL_CYCLE_VALUE

デューティ比設定
コンペアマッチタイミングの設定
TGRB ← WS_SSL_CYCLE_VALUE / 2
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4.8.14 i2s_rspi_init関数

図 4.43に i2s_rspi_init関数のフローチャートを示します。

i2s_rspi_init関数はRSPIの初期設定を行います。

図 4.43 i2s_rspi_init関数

i2s_rspi_init

return

RSPI0 初期設定
i2s_rspi0_init(i2s_mode)

RSPI1 初期設定
i2s_rspi1_init(i2s_mode)

RSPI0 初期設定（L-ch送受信）

RSPI1 初期設定（R-ch送受信）

[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択
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4.8.15 i2s_rspi0_init関数

図 4.44に i2s_rspi0_init関数のフローチャートを示します。

i2s_rspi0_init関数はRSPI0の初期設定を行います。

図 4.44 i2s_rspi0_init関数（1 / 2）

i2s_rspi0_init

SPCRレジスタ ← 00h
RSPI機能無効 SPEビット = 0 ：RSPI機能無効

SPPCRレジスタ ← 00h
SPLPビット = 0
SPLP2ビット = 0
SPOMビット = 0

：通常モード
：通常モード
：CMOS出力

RSPI0 動作モード設定

[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

SSLPレジスタ ← 00h
SSL0Pビット = 0 ：SSL0信号は0アクティブ

SPDCRレジスタ ← 20h
SPFC[1:0]ビット = 00b
SPRDTDビット = 0
SPLWビット = 1

：SPDRに格納するフレーム数→1
：SPDRは受信バッファを読み出す
：SPDRレジスタへはロングワードアクセス

SPCR2レジスタ ← 00h

SPPEビット = 0
SPIIEビット = 0

：送受信データにパリティビットを付加しない
：アイドル割り込み要求発生を禁止

SPCMD0レジスタ ← 0203h
CPHAビット = 1
CPOLビット = 1
SPB[3:0]ビット = 0010b
LSBFビット = 0

：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル
：アイドル時のRSPCKが”1”
：転送データ長→32ビット
：MSBファースト

G



RX62Nグループ、RX621グループ RSPI、DTCaおよびMTU2を用いた I2S通信

R01AN0631JJ0100 Rev.1.00 Page 57 of 60
2011.07.15

図 4.44 i2s_rspi0_init関数（2 / 2）

ポート入力バッファ設定

return

動作モード？

入出力端子設定
PFGSPIレジスタ ← 1Ah

RSPISビット = 0

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 0
MISOEビット = 1
SSL0Eビット = 1

：PC7をMISOA-A端子として設定
  PC6をMOSIA-A端子として設定
  PC5をRSPCKA-A端子として設定
  PC4をSSLA0-A端子として設定
：RSPCKA端子有効
：MOSIA端子無効
：MISOA端子有効
：SSLA0端子有効

ICRレジスタ（PC.ICR） ← 70h

B4ビット = 1
B5ビット = 1
B6ビット = 1

：PC4の入力バッファは有効
：PC5の入力バッファは有効
：PC6の入力バッファは有効

入出力端子設定
PFGSPIレジスタ ← 16h

RSPISビット = 0

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 1
MISOEビット = 0
SSL0Eビット = 1

：PC7をMISOA-A端子として設定
  PC6をMOSIA-A端子として設定
  PC5をRSPCKA-A端子として設定
  PC4をSSLA0-A端子として設定
：RSPCKA端子有効
：MOSIA端子有効
：MISOA端子無効
：SSLA0端子有効

送信モード

受信モード

入出力端子設定
PFGSPIレジスタ ← 1Eh

RSPISビット = 0

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 1
MISOEビット = 1
SSL0Eビット = 1

：PC7をMISOA-A端子として設定
  PC6をMOSIA-A端子として設定
  PC5をRSPCKA-A端子として設定
  PC4をSSLA0-A端子として設定
：RSPCKA端子有効
：MOSIA端子有効
：MISOA端子有効
：SSLA0端子有効

送受信モード

G

default
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4.8.16 i2s_rspi1_init関数

図 4.45に i2s_rspi1_init関数のフローチャートを示します。

i2s_rspi1_init関数はRSPI1の初期設定を行います。

図 4.45 i2s_rspi1_init関数（1 / 2）

i2s_rspi1_init

SPCRレジスタ ← 00h
RSPI機能無効

SPEビット = 0 ：RSPI機能無効

SPPCRレジスタ ← 00h
SPLPビット = 0
SPLP2ビット = 0
SPOMビット = 0

：通常モード
：通常モード
：CMOS出力

RSPI1 動作モード設定

[引数]
char i2s_mode ：動作モード選択

SSLPレジスタ ← 00h
SSL0Pビット = 0 ：SSL0信号は0アクティブ

SPDCRレジスタ ← 20h
SPFC[1:0]ビット = 00b
SPRDTDビット = 0
SPLWビット = 1

：SPDRに格納するフレーム数→1
：SPDRは受信バッファを読み出す
：SPDRレジスタへはロングワードアクセス

SPCR2レジスタ ← 00h

SPPEビット = 0
SPIIEビット = 0

：送受信データにパリティビットを付加しない
：アイドル割り込み要求発生を禁止

SPCMD0レジスタ ← 0203h
CPHAビット = 1
CPOLビット = 1
SPB[3:0]ビット = 0010b
LSBFビット = 0

：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル
：アイドル時のRSPCKが”1”
：転送データ長→32ビット
：MSBファースト

H
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図 4.45 i2s_rspi1_init関数（2 / 2）

ポート入力バッファ設定

return

入出力端子設定
PFHSPIレジスタ ← 1Fh

RSPISビット = 1

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 1
MISOEビット = 1
SSL0Eビット = 1

：PE7をMISOB-B端子として設定
  PE6をMOSIB-B端子として設定
  PE5をRSPCKB-B端子として設定
  PE4をSSLB0-B端子として設定
：RSPCKB端子有効
：MOSIB端子有効
：MISOB端子有効
：SSLB0端子有効

ICRレジスタ（PE.ICR） ← 70h

B4ビット = 1
B5ビット = 1
B6ビット = 1

：PE4の入力バッファは有効
：PE5の入力バッファは有効
：PE6の入力バッファは有効

入出力端子設定
PFHSPIレジスタ ← 17h

RSPISビット = 1

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 1
MISOEビット = 0
SSL0Eビット = 1

：PE7をMISOB-B端子として設定
  PE6をMOSIB-B端子として設定
  PE5をRSPCKB-B端子として設定
  PE4をSSLB0-B端子として設定
：RSPCKB端子有効
：MOSIB端子有効
：MISOB端子無効
：SSLB0端子有効

動作モード？

入出力端子設定

送信モード

受信モード

送受信モード

H

default

PFHSPIレジスタ ← 1Bh
RSPISビット = 1

RSPCKEビット = 1
MOSIEビット = 0
MISOEビット = 1
SSL0Eビット = 1

：PE7をMISOB-B端子として設定
  PE6をMOSIB-B端子として設定
  PE5をRSPCKB-B端子として設定
  PE4をSSLB0-B端子として設定
：RSPCKB端子有効
：MOSIB端子無効
：MISOB端子有効
：SSLB0端子有効
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5. サンプルコード例
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

6. 参考ドキュメント
RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.11
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

RXファミリ用 Cコンパイラパッケージ　V.1.00
Cコンパイラユーザーズマニュアル　Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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